
町成人式典開催
1 月 12 日、町民体育館において町成人式典

が開催されました。
今年は 479 人が成人を迎え、華やかな振袖や

スーツに身を包んだ 358人の新成人が式典に出
席しました。当日は、日本総合伝統芸能集団
井
いさかとしゆきしゃちゅう

坂斗絲幸社中「喜楽座」による迫力ある特別公
演も行われ、会場を盛り上げました。

主な内容
新成人の抱負…………………………

阿見町議会議員一般選挙について…

新しい民生委員・児童委員が決まりました…

国民年金は、まず届出から…………

第 42 回阿見町マラソン大会結果…
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人と自然が織りなす，輝くまち
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新成人の抱負

本日は、私たちのためにこのような盛大な式典を挙行していただき、誠にありがとうござ
います。また、町長をはじめ、ご来賓、ご臨席してくださいました皆様に、お祝いと激励の
言葉を賜りまして、心より感謝申し上げます。
今日、この成人式を迎え、私たちは社会への新たな一歩を踏み出しました。二十歳という
節目を迎え、形としては大人になりましたが、社会人としてはまだまだ未熟です。私自身ま
だ学生であるため、友人と馬鹿をしたり、はしゃいだり、正直なところ、大人としての自覚
など考えたことはほとんどありません。しかし、私たちは今、変化の激しい日本社会という
厳しい環境の中にあり、そうした社会を今後は自らの足で歩んでいかなければなりません。
成人として、晴れて門出を迎えた今、大人としてどうあるべきかを考え、自覚を持ち、責任
ある社会人として新しい時代を担っていけるよう、今日この場にいる仲間たちとともに助け
合いながら成長していければと願っております。
本日無事に成人式を迎えることができたのは、私たちを日々見守ってくださった両親、先
生方、地域の方々のおかげです。感謝の気持ちを忘れず、日々精進していくことを誓い、新
成人代表の挨拶とさせていただきます。本日は誠にありがとうございました。

平方佑記さん
（阿見中卒）

中学校在学当時、生徒会長としてご活躍された 3 人の

新成人の皆さんが壇上で抱負を述べられました。
※原文のまま掲載

本日はお忙しい中、私達のためにこのような式典を挙式頂き誠にありがとうございます。
町長をはじめ、ご来賓、ご臨席してくださいました皆様からのお祝いと激励のお言葉を賜り、
新成人一同を代表し、心より感謝申し上げます。
今日まで私達を育て、励まし、ご指導していただきました家族や先生方、地域の皆様に、
本日私達が無事成人を迎えたことをご報告するとともに、感謝の気持ちを新成人一同、改め
て強く感じております。
さて、私達は 20歳という大きな節目を迎え、新成人として、一社会人としての自覚を再
確認し、自分の言動に責任を持たなくてはなりません。これから先どのように人生を歩み、
社会に貢献していくべきかを、真剣に考えていきたいと思います。「完璧をおそれるな、完璧
になんてなれないんだから」これはダリの言葉です。完璧な人間なんて存在しません。誰し
も欠点を持っています。その欠点を補い合い、ともに生きることこそが、今の私たちにとっ
て最も大切なことだと私は思います。
事故や病気、地震などの自然災害といった悲しい事件も数多くあります。今私達がこうし
て無事成人を迎えられたことは、決して当たり前ではありません。そのことに感謝して、悩み、
傷つきながらも一歩一歩前進し、希望に向かって突き進むことを誓い、新成人代表の挨拶と
させていただきます。

川原井与さん
（朝日中卒）

本日は、私たちのためにこのような盛大な式典を挙行していただき、誠にありがとうござい
ます。また、町長をはじめ、ご来賓、ご臨席いただきました皆様より、お祝いや激励の言葉を
賜りまして、新成人一同を代表して、心より御礼申し上げます。
さて私たちは 20歳という人生の大きな節目を迎え、自らの行動次第で、社会に対し、良く

も悪くも何らかの「影響」を与え得
う

る存在となります。
さらに私たちは、今まで以上に「責任」というものを背負わなければならない立場となります。

環境問題や社会問題の当事者としての責任、日本という恵まれた環境で生まれ育った日本人と
しての責任、未来を任された人としての責任、まだまだたくさんある責任を背負うのはとても
難しいことです。しかし、責任から逃げることなく、背負ってこその大人であると私は思います。
最後になりましたが、私たちがこうして無事に成人式を迎えることが出来たのも、両親、先

生方、地域の皆様のお力添えがあったからです。皆様への感謝を胸に、社会人として立派に生
きていくことを誓いまして、新成人のあいさつとさせていただきます。本日は誠にありがとう
ございました。

大和田力己さん
（竹来中卒）
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問い合わせ　生涯学習課（中央公民館内）☎888－2526

式典協力者のご紹介
「思い出に残るすばらしい成人式にしたい」と中学

校在学当時、生徒会や学年中央委員などの人で、受

付や会場整理にご協力いただいた 16人の新成人を

ご紹介します。ありがとうございました。

●新成人の抱負　
式典運営にご協力いただいた新成人の皆さんに、抱負を書いていただきました。主なものをご紹介します。

▼ストレートで国家試験合格▼社会の一員として自覚と責任を持ち、感謝の気持ちを忘れず日々努力していきたい

▼自立した大人になる！▼新成人となり、大人の仲間入りしました。子どもの見本になれるように努めます！▼責

任を持った行動を心がけ、目標に向かって進んでいきたいと思います▼阿見町で得たこと・学んだことを糧に、広い

視野と柔軟な発想をもって行動したいと思います▼人に優しく自分に厳しい成人になりたい▼新成人として頼られ

る大人になれるように頑張ります▼成人としての自覚を持ち、自分の行動に責任を持てる大人になりたいです
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永井和宏さん
（阿見中卒）

仲澤太雅さん
（阿見中卒）

中村凌士さん
（阿見中卒）

並木彩夏さん
（阿見中卒）

藤井ちなのさん
（阿見中卒）

宇津木翔太さん
（朝日中卒）

石井歩海さん
（阿見中卒）

上野美咲さん
（阿見中卒）

金子祐希さん
（阿見中卒）

木下美咲さん
（阿見中卒）

国府田亜美さん
（阿見中卒）

髙野陽さん
（阿見中卒）

小林愛奈さん
（朝日中卒）

大野喜生さん
（竹来中卒）

鈴木由依さん
（竹来中卒）

宮原佑太郎さん
（竹来中卒）
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3
月
22
日（
日
）は
、
阿
見
町
議
会

議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

■
今
回
投
票
で
き
る
人

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
年
齢
満
18
歳
以
上
の
日
本
国
籍

を
有
す
る
人
（
平
成
14
年
3
月

23
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
3
月
16
日
ま
で
引
き
続
き
3
か

月
以
上
町
に
住
み
、
住
民
基
本

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

（
令
和
元
年
12
月
16
日
ま
で
に

転
入
手
続
き
を
し
た
人
）

※
投
票
さ
れ
る
日
ま
で
に
町
外
へ

転
出
さ
れ
た
人
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん

■
投
票
所
入
場
券

入
場
券
は
封
書
形
式
で
世
帯
主

宛
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
封
書
の

中
に
は
同
一
世
帯
最
大
6
人
分
の

入
場
券
が
封
入
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
封
書
が
届
き
ま
し
た
ら
圧
着

部
を
は
が
し
、
切
取
り
線
に
従
っ

て
個
人
ご
と
に
切
り
離
し
て
、
投

票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
世
帯

の
人
数
が
7
人
以
上
の
場
合
は
、

封
書
が
複
数
枚
届
き
ま
す
。

■
投
票
の
方
法

投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
1
人

書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
日
に
投
票
所
で
投
票

▼
時
間
：
午
前
7
時
〜
午
後
6
時

▼
場
所
：
町
内
17
投
票
所
（
入
場

券
で
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
）

▼
持
参
す
る
も
の
：
投
票
所
入
場

券（
入
場
券
が
な
く
て
も
、
本
人

確
認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま

す
）

●
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ

ャ
ー
な
ど
で
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
は
、
投

票
区
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も

左
記
の
い
ず
れ
か
の
投
票
所
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
投

票
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
期
間
：
3
月
18
日（
水
）〜
21

日（
土
）▼
場
所
・
時
間
：
❶
役
場

（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
）

❷
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
8
時
）

▼
持
参
す
る
も
の
：
投
票
所
入

場
券

※
期
日
前
投
票
を
利
用
さ
れ
る
人

で
、
事
前
に
宣
誓
書
の
記
入
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
入
場
券
の
裏

面
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
ご

持
参
く
だ
さ
い
（
投
票
日
当
日
に

投
票
す
る
場
合
や
期
日
前
投
票
所

で
宣
誓
さ
れ
る
場
合
は
、
宣
誓
書

の
記
入
は
不
要
で
す
）

●
他
市
町
村
で
不
在
者
投
票

出
張
な
ど
で
投
票
日
当
日
の
投

票
や
期
日
前
投
票
が
で
き
な
い
人

は
、
阿
見
町
の
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
用
紙
の
到
着
後
、
滞
在

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す

る
場
所
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
場
合
、
投
票
用
紙
の
請
求
や

投
票
後
の
手
続
き
に
、
郵
送
の
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
請
求
・
投
票
し
て
く
だ
さ
い

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、

身
体
に
重
度
の
障
害
等
が
あ
る
人

が
自
宅
で
投
票
で
き
る
制
度
で

す
。
事
前
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
、
ま
た
投
票
日
の
4
日
前

ま
で
に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
人
は
、
お
早
め
に
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
代
理
投
票
・
点
字
投
票

心
身
の
故
障
や
そ
の
他
の
事

由
で
投
票
用
紙
に
自
書
で
き
な

い
人
は
、
投
票
所
の
係
員
が
代

筆
し
ま
す
。
代
筆
を
希
望
す
る

人
は
、
当
日
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
目
の
不
自

由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
点
字
器
は

投
票
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
の
で
、
当
日
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

■
立
候
補
に
向
け
た
説
明
会
等

●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
時
：
2
月
4
日（
火
）午
後

2
時
か
ら
▼
場
所
：
中
央
公
民

館
3
階
集
会
室

●問い合わせ
町選挙管理委員会（役場
2 階総務課内）
☎ 888ー1111（215）

●
立
候
補
届
出
事
前
審
査

▼
日
時
：
3
月
４
日（
水
）午
前

9
時
〜
午
後
5
時
▼
場
所
：
役

場
3
階
3
0
5
会
議
室

●
出
納
責
任
者
説
明
会

▼
日
時
：
3
月
5
日（
木
）午
後

2
時
か
ら
▼
場
所
：
中
央
公
民

館
3
階
集
会
室

●
立
候
補
届
出
受
付

▼
日
時
：
3
月
17
日（
火
）午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時
▼
場

所
：
役
場
3
階
3
0
1
会
議
室

■
﹁
投
票
立
会
人
﹂
等
の
募
集

募
集
に
関
す
る
詳
細
は
16
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

指
定
病
院
等
に
お
け
る
外
部
立

会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
は
、
告
示
日
後
に

新
聞
折
込
で
配
布
す
る
ほ
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予

定
で
す
。

※
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
日
当
日
の
投
票
終
了
時
刻
が

午
後
6
時
に
変
更
に
な
り
ま
す

●
告
示
日
：
3
月
17
日（
火
）

●
投
票
日
：
3
月
22
日（
日
）

●
投
票
時
間
：
午
前
7
時
～
午
後

6
時

　※
今
回
か
ら
投
票
日

当
日
の
投
票
終
了
時
刻
が
午

後
6
時
に
な
り
ま
す

●
投
票
場
所
：
町
内
17
投
票
所

※
入
場
券
に
記
載
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
中

みんなで行こう　明るい選挙
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町民の視点にたったまちづくり

▼サービスの拡充と行政改革

町
で
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
行

政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
「
阿
見

町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、

こ
れ
ま
で
も
事
務
事
業
の
見
直
し

や
人
件
費
削
減
な
ど
の
改
革
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
そ
の
時
代
の
町
民
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

し
て
き
て
お
り
、
現
在
は
第
6
次

総
合
計
画
に
基
づ
く
定
住
促
進
を

図
る
た
め
の
施
策
や
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
安
心
の
実
感
を
高
め
る
た

め
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
そ
の
時
代
の
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
、
一
方
で
さ
ら

な
る
少
子
高
齢
化
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
財
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も

に
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
選
択

と
集
中
を
図
っ
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
令
和
元
年
度
は
行
政

改
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
町
が

支
出
す
る
補
助
金
に
対
し
て
外
部

評
価
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
町

内
部
で
改
善
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

外
部
評
価
は
来
年
度
以
降
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
外
部
評
価
の
結
果

※
事
業
の
方
向
性
と
し
て
、
▼
継

続
▼
条
件
付
き
で
継
続
▼
廃
止

の
い
ず
れ
か
で
評
価
が
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
付
帯
意
見
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ

せ
て
掲
載
し
ま
す
（
付
帯
意
見

は
要
約
し
て
い
ま
す
）。

▼
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
補
助

金
：『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
各

ク
ラ
ブ
の
経
費
等
の
実
態
調
査

を
行
い
、
指
導
者
の
資
質
向
上

を
図
る
べ
き

▼
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

補
助
金
：『
継
続
』
＝
委
員
の
ケ

ア
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
、
民

生
委
員
候
補
の
選
定
方
法
に
つ

い
て
見
直
す
べ
き

▼
阿
見
サ
ン
ク
ラ
ブ
補
助
金
：『
継

続
』
＝
事
業
の
目
的
・
方
向
性

の
明
確
化
が
必
要

▼
地
域
活
動
育
成
補
助
金
：『
条

件
付
き
で
継
続
』
＝
事
業
を
明

確
に
し
、
活
動
を
活
性
化
さ
せ

る
工
夫
を
す
べ
き

▼
公
園
緑
地
里
親
補
助
金
：『
条

件
付
き
で
継
続
』
＝
補
助
金
の

使
途
に
つ
い
て
精
査
し
、
参
加

人
数
を
増
や
す
努
力
を
す
べ
き

▼
町
学
校
教
科
指
導
員
交
付
金
：

『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
補
助

金
の
使
途
を
限
定
せ
ず
、
指
導

員
の
技
術
向
上
を
目
指
し
、
現

在
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
補
助

を
す
べ
き

▼
新
商
品
開
発
事
業
支
援
補
助

金
：『
条
件
付
き
で
継
続
』
＝
補

助
金
の
条
件
及
び
交
付
内
容
を

見
直
し
、
関
連
事
業
と
連
携
を

図
り
、
有
効
的
に
補
助
金
を
活

用
す
べ
き

■
町
の
対
応
方
針

現
在
、
町
の
内
部
組
織
で
あ
る

『
行
政
改
革
推
進
本
部
』
が
中
心

と
な
り
、
外
部
評
価
の
結
果
と
付

帯
意
見
を
踏
ま
え
、
事
業
の
あ
り

方
や
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
し
も
外
部
評
価
の
結
果
が

そ
の
ま
ま
町
の
方
針
と
な
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
町
の
行
政
改
革
に
関
す
る
ご

意
見
や
ご
提
案
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
・
お
手
紙
な
ど
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い

問い合わせ　財政課☎888−1111（221・719）

事
業
が
時
代
に
合
わ
な
く

な
っ
て
い
な
い
か
見
直
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
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人がつながるまちづくり

町民活動推進課☎888ー1111（272）

行政区（自治会・町内会）は、「住民の手による快適で明るく住みよいまちづくり」を目指して、その地域にお
住まいの皆さんの手により自主的に運営される地縁に基づく組織です。他市町村等では自治会・町内会などの
呼び方としているところもありますが、組織としてのあり方や考え方はそれらと同じものであり、町ではこの
ような組織を「行政区」と呼んでいます。
行政区は、地域生活での困りごとや心配ごとの解決、また災害などの不測の事態に対応する際にも、町民の皆

さんの身近なよりどころとなる大切な組織です。趣旨や活動内容をご理解の上、ぜひ行政区に加入しましょう。
転入・転居された人へは、手続きの際に窓口でお住まいの地域の区長の連絡先をお伝えしています。加入手
続きの際は、お住まいの地域の区長へご連絡をお願いします。区長が分からない場合は、町民活動推進課まで
ご連絡ください。地域でのふれあいの輪をひろげ、お互いに助け合いながら住みよい地域をつくっていきまし
ょう。

行政区とは

AMI AMI

■住民相互のつながりのための活動
▼地区内の各種団体との連絡調整、相互支援
▼行政区の広報紙の発行
▼掲示版の設置（情報提供）
▼集会施設（公会堂・集落センター等）の維持管理

■健康・福祉推進のための活動
▼敬老会の開催
▼シルバークラブへの支援・連携
▼地域内ひとり暮らしの高齢者や高齢者世帯への支援
▼各種募金活動への協力

■教育・スポーツ・文化を育むための活動
▼夏祭り等の実施、まい・あみ・まつりへの参加
▼町民運動会への参加
▼趣味・レクリエーション等活動の企画

■安全・安心な地域のための活動
▼自警団の組織、防犯パトロールの実施
▼自主防災組織との連携（自主防災訓練の実施、防災資機材整備）

■美しい環境づくりのための活動
▼クリーン作戦等清掃活動、資源物回収の促進・啓発
▼ごみ集積所の設置、維持管理
▼花壇づくり
▼道路、公園管理の支援（里親制度への登録）

▲新築された集会施設

主な活動（行政区によって異なります）

▲防災訓練の様子

▲まい・あみ・まつりでの盆踊り



問い合わせ　生活環境課☎888ー1111（253・254）

参
の
う
え
役
場
2
階
生
活
環
境

課
に
請
求
す
る
。
❶
会
員
証

❷
運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要

な
車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と

き
）
❸
交
通
事
故
証
明
書
（
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
所
長

発
行
の
も
の
）
※
こ
の
証
明
書

が
な
い
場
合
は
、
指
定
の
証
明

書
類
に
よ
り
9
等
級（
3
万
円
）

ま
で
の
制
限
支
給
に
な
り
ま
す

❹
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
・

柔
道
整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
の
施
術
証
明
書
が
必
要
。
見

込
み
診
断
書
不
可
）
※
同
日
に

2
か
所
以
上
の
治
療
機
関
に
通

院
し
て
い
る
と
き
は
、
1
日
と

し
て
計
算
❺
委
任
状
（
請
求
人

（
未
成
年
の
場
合
親
権
者
）
以

外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
）

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
：
事

故
発
生
日
の
翌
日
か
ら
2
年
以

内
で
す

●
身
障
見
舞
金
と
は
：
共
済
期
間

中
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
が

原
因
で
、
そ
の
後
1
級
ま
た
は

2
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別

に
、
身
障
見
舞
金
と
し
て
50
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

※
こ
の
制
度
は
、
共
済
見
舞
金
の

給
付
を
受
け
た
会
員
の
み
対
象

と
な
り
ま
す

共
済
期
間
中
の
▼
日
本
国
内
の

道
路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
・
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
の
接
触
・
衝
突
・

転
落
・
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ
る

人
の
死
傷
▼
踏
切
道
に
お
け
る
電

車
等
と
の
接
触
・
衝
突
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷
が
対
象
で
す
。

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
：
▼
会
員

ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の
故
意

に
よ
る
事
故
▼
会
員
が
無
免

許
・
酒
気
帯
び
運
転
中
に
生
じ

た
事
故
ま
た
は
そ
の
事
実
を
承

知
で
同
乗
し
て
い
た
事
故
▼
地

震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
ほ
か
の

天
災
で
生
じ
た
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
：
▼
正
当
な
理
由
な
く
医
師

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人

の
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
▼

そ
の
ほ
か
法
令
に
違
反
し
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法
：
次

の
❶
〜
❺
の
書
類
と
印
鑑
を
持

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県

内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
、

交
通
事
故
災
害
の
救
済
制
度
で

す
。
県
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
加
入
者
に
は
日
本
国
内

で
生
じ
た
交
通
事
故
災
害
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
会
費
（
1
年
間
）
：
▼
大
人
：

9
0
0
円
▼
中
学
生
以
下
（
4

月
1
日
現
在
）
：
5
0
0
円

●
見
舞
金
：
▼
死
亡
：
1
0
0
万

円
▼
最
高
傷
害
：
30
万
円
▼
身

障
見
舞
金
：
50
万
円

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
役
場
2
階
生

活
環
境
課
ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所

に
申
し
込
む
。

令
和
2
年
度
の
加
入
受
付
は
、

2
月
3
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
共

済
期
間
は
4
月
1
日
（
4
月
1
日

以
降
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し

込
み
日
の
翌
日
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
）
か
ら
令
和
3
年
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

申
し
込
み
方
法
等

対
象
に
な
る
事
故

請
求
手
続
き
等

会
費
・
見
舞
金
等

給
付
で
き
な
い
場
合

安心・安全のまちづくり
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阿部　信夫
☎843ー1987
一区の 1

櫻井　昭
☎843ー4017
一区の 2

児玉　治
☎090ー2906ー9876
二区北の北

宮本　宗吉
☎842ー1801
上本郷の本通り

小見川　正巳
☎842ー1858
上本郷東西北

下村　茂
☎842ー5223
中根・下本郷

菅谷　芳光
☎842ー1894

実穀

鈴木　惠子
☎842ー5643
二区北の中

酒井　美智子
☎895ー6143
中央西

栗山　光世
☎889ー1282
上吉原・新山

時元　勝太郎
☎887ー8047
上郷一

鳥居　ひろ子
☎889ー2098

福田

松﨑　定夫
☎887ー3400
三区上・下

北原　篤子
☎842ー3209
二区北の西

川﨑　敏
☎889ー1323
大砂・吉原住宅

小林　信一
☎887ー1392
一区北

和泉　勉
☎841ー6803
住吉一丁目

山口　道子
☎887ー8188
富士団地

野呂　薫
☎887ー5780
鈴木の 1・2班

佐藤　宣昭
☎842ー0674
住吉二丁目

平賀　訓
☎887ー6171
一区南

篠山　義夫
☎887ー4064
鈴木の 3・4班

豊田　芳英
☎843ー2031
二区北の東

田村　由美子
☎887ー5559
阿見台

豊島　光子
☎887ー1095
中央南の北

鴻巣　啓子
☎887ー2530
中央南の南

西　征夫
☎887ー6275
中央北

浅野　敏男
☎887ー1313
上郷二

飯田　尚史
☎887ー4782
上郷三

青山　和江
☎889ー1059
中吉原・下吉原

関根　三郎
☎887ー7637
主任児童委員

朝日中
学校区

扌

渡邊　美千代
☎887ー5170
中央東の南

岩月　邦雄
☎090ー3520ー7480

中郷西

小瀨　文子
☎887ー3284

西方

栗山　恒男
☎887ー4086
北・宿

小野　節子
☎887ー5012

西郷

潮田　惠美子
☎887ー2401
中央東の北

阿見中
学校区

扌
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社会福祉課社会福祉係☎888ー1111（162・163）

みんなで支え合うまちづくり

委員の氏名

（敬称略）

電話番号

担当地域

新しい民生委員・児童委員が決まりました
令和元年 12 月 1日付で、全国一斉に民生委員・児童委員が改選され、町では主任児童委員を含めた

下記の皆さんが厚生労働大臣から委嘱を受けました。
委嘱された委員は、3年間にわたり住民の皆さんの良き相談相手として福祉行政とのパイプ役を果

たしてくださいます。また、各中学校区ごとに委嘱された 4人の主任児童委員は、各担当地域の民生
委員・児童委員と連携して、より広域な児童問題に対応します。
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民生委員・児童委員のご紹介

飯野　正己
☎889ー1097

上長

竹来中
学校区

扌
長南　幸雄
☎090ー2313ー2761
中郷東の東

野口　守
☎887ー5150
岡崎の南

鈴木　知子
☎888ー1260
岡崎の北

伊藤　あけみ
☎888ー0419
霞台の北

芳賀　勝弥
☎887ー7665

新町

菅原　美津江
☎887ー7029

廻戸

吉田　年滿
☎887ー0775
青宿の西

齋藤　鷹一
☎887ー0036
立ノ越

澤口　渡
☎090ー5507ー8822
青宿の東

大倉　博
☎895ー2418
曙南の北

加藤　力男
☎887ー5122
曙南の南

村木　登志子
☎887ー7955
レイクサイドタウン

鈴木　勝美
☎888ー0118
白鷺団地

板垣　義夫
☎887ー0418
曙東の西

尾崎　勝男
☎887ー5919
曙東の東

細田　一夫
☎889ー1927

上条

金子　典子
☎889ー0562

追原

渡邉　八重子
☎889ー0691

大形

佐藤　勲
☎889ー0145
飯倉二

吉田　隆司
☎887ー3800

竹来

小林　正孝
☎888ー2727

掛馬

宮本　節子
☎889ー1611
上小池・下小池

中井　文子
☎843ー1449
二区南の西

萩原　孝司
☎842ー3364
二区南の中

山﨑　富子
☎841ー4103
二区南の東

櫻井　千鶴子
☎842ー8156
二区南の南

田邉　勉
☎843ー3207

筑見

黒田　泰壽
☎887ー6998
中郷東の北

宗田　和子
☎080ー2912ー4523
中郷東の西

細沼　敏規
☎887ー3785

大室

湯原　俊夫
☎887ー1691
霞台の南

栗山　文子
☎889ー2077
飯倉・塙

瀨尾　文子
☎889ー2910
君島・石川

伊藤　紀美子
☎843ー0728
シンワ

北澤　唯一
☎887ー1231
上島津

伊藤　清悦
☎887ー4182
下島津・南島津

橋本　與一郎
☎843ー1758

寺子

田中　克美
☎842ー7236

本郷

長沼　繁代
☎889ー4003
主任児童委員

中島　光一
☎842ー4775
主任児童委員

柏村　昌春
☎887ー5742
南平台一

長尾　和博
☎887ー7668
南平台二

伊藤　正一
☎887ー4922
南平台三

長塚　和子
☎887ー0444
主任児童委員

■民生委員の活動：地域福祉の増進を図るため、協力活動および相談・指導を行っています。相談内

容の秘密は固く守られます。安心してご相談ください。
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みんなでささえ愛…国保

国保年金課国保係・後期高齢医療福祉係☎888ー1111（131 〜 135）

必ず届け出を！

国保・後期高齢者医療制度の被保険者が
交通事故など第三者の行為による負傷にあったときは

必ず届け出を！
交

通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
は
、
原
則
と
し
て
加
害

者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後
日
加
害

者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
請
求
を
適
正
に
行
う
た
め

に
も
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負

傷
に
お
い
て
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
で
治
療
を
受
け
る
と
き

は
、
必
ず
国
保
年
金
課
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
保
加
入
者
は
、
治
療
の
際
に

医
療
機
関（
整
骨
院
等
を
含
む
）

の
窓
口
で
、
第
三
者
行
為
届
出

済
証
明
書
の
提
示
が
必
要
で
す

■
第
三
者
の
行
為
に
該
当

す
る
場
合
と
は
?

次
の
ケ
ー
ス
で
保
険
診
療
を
希

望
す
る
と
き
は
、
国
保
年
金
課
へ

『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
』
の

害
賠
償
請
求
に
は
多
く
の
場
合
、

診
断
書
や
医
療
機
関
の
領
収
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け

出
・
手
続
き
を

国
保
年
金
課
に
届
け
出
る
前
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
と
、
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
年

金
課
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要
な

届
け
出・手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
ん
な
と
き
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

使
え
る
？

Q
交
通
事
故
加
害
者
と
し
て
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
?

A
届
出
を
す
れ
ば
使
え
ま
す

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

だ
っ
た
場
合
は
、
給
付
制
限
に

該
当
し
、
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

Q
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

は
?

A
労
災
保
険
が
優
先
適
用
さ
れ
ま
す

業
務
中
や
通
勤
途
中
の
事
故
に

よ
る
ケ
ガ
は
、
労
災
保
険
で
治

療
を
受
け
る
の
が
原
則
で
す

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
▼
交

通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
▼
け
ん
か

に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
ー
な
ど

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
?

❶
警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や
か

に
警
察
に
届
け
出
て
、
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
交
通
事
故
証

明
書
』
を
発
行
し
て
も
ら
い
ま
す
。

❷
国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
る

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証
▼
交

通
事
故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）

▼
運
転
免
許
証
（
車
・
バ
イ
ク
な

ど
の
場
合
）
ー
を
持
参
し
て
、

国
保
年
金
課
の
窓
口
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
手
の
い
な
い
自
損
事
故
の
場

合
も
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
注
意
点

●
事
故
の
相
手
を
確
認
す
る

お
互
い
の
連
絡
先
・
車
の
ナ
ン

バ
ー
・
運
転
免
許
証
（
住
所
・
氏
名

な
ど
）・
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

●
医
師
の
診
察
を
受
け
る

事
故
直
後
は
シ
ョ
ッ
ク
で
痛
み

を
感
じ
な
く
て
も
、
負
傷
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
損

被
害
者

（
国
保
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

医
療
機
関

加
害
者

➡

届出

➡
請　求

➡ 医　療

➡ 支払い

●交通事故などの第三者行為●
国保・後期高齢者医療制度で治療を受ける場合

医療費の
一時立て替え

➡

事故
発生
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みんなでささえ愛…年金

国
金民
年結婚や就職・転職・退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあ

り、その都度届出が必要になります。届出を忘れると、将来受け取る年金
額が減額されたり、受け取れなくなる場合もあります。届出は、忘れずに
行いましょう。

国民年金は、まず届出から国民年金は、まず届出から

※種別：▼第 1号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・無職の人など　▼第 2号被保険者：会社員・公務員
▼第 3号被保険者：第 2号被保険者に扶養されている配偶者

届け出が必要なとき 種別（※） 届出先

第
1
号
被
保
険
者

20 歳になった（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第 1号 国保年金課

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 1号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

任意加入する 任意加入被保険者 国保年金課

海外に転出する人が引き続き国民年金に加入する 第 1号→任意加入

国内に親族が
いる　…最終住所地の市町村
いない…最終住所地を管轄す

る年金事務所

保険料を納めるのが困難 第 1号 国保年金課

保険料を口座振替で納めたい 第 1号 金融機関・年金事務所

年金手帳をなくした 第 1号 国保年金課・年金事務所

第
2
号
被
保
険
者

会社・役所などを退職した
本人 第 2号→第 1号

国保年金課
扶養されている配偶者 第 3号→第 1号

会社などを退職し、配偶者（第 2号被保険者）の扶養になる 第 2号→第 3号 配偶者の勤務先

住所・氏名が変わった 第 2号 勤務先

年金手帳をなくした 第 2号 勤務先

第
3
号
被
保
険
者

20 歳になった 第 3号 配偶者の勤務先

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 3号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

配偶者が会社を変わった（加入制度が変わらない場合を除く） 第 3号 配偶者の新しい勤務先

配偶者（第 2号被保険者）に扶養されるようになった
第 1号→第 3号
第 2号→第 3号

配偶者の勤務先

収入増・離婚で配偶者の扶養から外れた 第 3号→第 1号 国保年金課

住所・氏名が変わった 第 3号 配偶者の勤務先

年金手帳をなくした 第 3号 年金事務所

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です！
2 年前納（4月～翌々年 3月分）、1年前納（4月～翌年 3月分）、半年前納（4月～ 9月分）の口座振替

の申し込みは、2月 28日まで（半年前納 10月～翌年 3月分は 8月 30日まで）に、各金融機関の窓口また
は年金事務所において手続きしてください。
※当月分を当月末に振り替え（50円割引）の早割制度は、随時受付しています

●問い合わせ　土浦年金事務所☎825ー1170

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）
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健康と元気を支えるまちづくり

町食生活改善推進協議会だより
町食生活改善推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

食生活改善推進協議会
シンボルマーク

町食生活改善推進員は、『私たちの健康は私たちの手で』を活動の合言葉に、町内の各
地区で食生活改善活動を行っているボランティア団体です。今回は、『いきいき茨城ゆめ
国体 2019　セーリング競技会』、『さわやかフェア 2019』での活動をご紹介します。

『いきいき茨城ゆめ国体 2019　セーリング競技会（令和元年 9月 29日～ 10月 2日開催）』での活動

■ふるまい料理提供
令和元年9月 29日～ 10月 2日に開催した『いきいき茨城ゆめ国体2019セーリング競技会』のふるまい料理

コーナーで、私たち町食生活改善推進協議会は10月 2日に「あみこん汁」をふるまいました。あみこん汁とは、
町で取れたたっぷりの野菜と、すりおろしたれんこん入りの肉団子が入った、町食生活改善推進協議会のオリジ
ナル汁です。天然のだしとお野菜の旨みがでていて塩
分控えめでもおいしく仕上がっています。コーナーは
長蛇の列ができ、340食があっという間に完食となり
ました。みなさん「おいしい」と言ってくださりとても
嬉しかったです。茨城での次回の国体開催は40年以上
先とのこと、大変貴重で素晴らしい経験となりました。

『さわやかフェア 2019（令和元年 10月 27日開催）』での活動

■健康食試食提供コーナー
健康食試食コーナーでは、「切り干し大根のケチャップ煮」「小松菜と油揚げのじ

ゃこ煮」「卵とじ野菜スープ」の 3品を提供しました。調味料にケチャップやめん
つゆ・ごま油を使い、減塩でもおいしいメニューを紹介しました。野菜スープには、
100％野菜ジュースを使用することで、コクが出ておいしく仕上がりました。

■みそ汁飲み比べコーナー
塩分濃度 0.6％の薄味みそ汁を用意し、片方にはかつお節でしっかりだしを

取った汁、もう片方はだしを入れずにみそのみで味付けした汁を飲み比べてい
ただきました。だしをしっかり取ったみそ汁の方を、「味をしっかり感じる」「同
じ塩分濃度とは思えなくてびっくりしました」との声がありました。天然のだ
しを取ることにより、塩分量が少なくてもおいしく食べることができます。ぜ
ひ試してみてください。

■炊き込みご飯の販売
当日は、たくさんのお客さまにお立ち寄りいただきました。町の野菜をたっぷり使った炊き込みご飯

395食を用意しましたが、予定時間より早めに完売しました。販売より得た収益は、町社会福祉協議会「善
意銀行」と、令和元年度台風 19号の災害義援金に寄付させていただきました。

私たちと一緒に活動しませんか？
今年度の食改養成講習会を修了した人が令和 2年 4月より、新会員として活動します。また、以前	
町食生活改善推進協議会で活動していたけれど退会された人で、この機会に活動を再開したいという人が
いらっしゃいましたら、事務局までご連絡ください。



13　広報あみ 2月号通常版　2020.1.24

第 42回阿見町マラソン大会結果

マラソン大会阿見町　師走の阿見町で健脚を競った選手たち

令和元年 12月 1日、総合運動公園で阿見町マラソン大会が
行われました。この日は、843 人のランナーが出場し、健脚を
競い合いました。大会結果は次のとおり（敬称略）。

生涯学習課（中央公民館内）☎888ー2526

■小学生低学年男子（2㎞）
順位 名前（記録）
❶ 増田蒼大　（8分 15秒）
❷ 大竹悠真　（8分 26秒）
❸ 宮本翔生　（8分 31秒）
❹ 宮本莉生　（8分 33秒）
❺ 古川結雅　（8分 41秒）
❻ 葛西琥太郎（8分 46秒）
❼ 広原勝希　（8分 49秒）
❽ 山崎祐真　（8分 50秒）
❾ 瀬戸口脩　（8分 55秒）
� 中島慶汰　（8分 58秒）

小学生高学年女子（3㎞）
順位 名前（記録）
❶ 大渕七海　（12分 01秒）
❷ 岡野友美　（12分 24秒）
❸ 阿部愛楓　（12分 25秒）
❹ 川口愛菜　（12分 28秒）
❺ 芦田亜弥乃（12分 46秒）
❻ 二本柳亜美（12分 51秒）
❼ 江原葵璃　（12分 53秒）
❽ 丸山心音　（12分 54秒）
❾ 和中美羽　（12分 55秒）
� 小川真花　（13分 04秒）

■一般男子（5㎞）
順位 名前（記録）
❶ 橋本拓矢　（15分 47秒）
❷ 市毛大也　（17分 25秒）
❸ 坪根遼明　（17分 50秒）
❹ 大平洋太朗（18分 17秒）
❺ 合田龍太郎（18分 39秒）
❻ 小賀坂章　（18分 40秒）
❼ 春日要　　（18分 45秒）
❽ 成島毅　　（18分 58秒）
❾ 安達圭　　（18分 58秒）
� 川又陽介　（19分 57秒）

■小学生低学年女子（2㎞）
順位 名前（記録）
❶ 野原早陽　（8分 35秒）
❷ 上野愛莉　（8分 38秒）
❸ 鈴木しある（9分 01秒）
❹ 小松﨑麻椰（9分 19秒）
❺ 田畑美咲　（9分 30秒）
❻ 雨宮ちなみ（9分 40秒）
❼ 大川杏奈　（9分 41秒）
❽ 松浦紗希　（9分 46秒）
❾ 髙木月葉　（9分 48秒）
� 大津珠季　（9分 49秒）

■中学生男子（5㎞）
順位 名前（記録）
❶ 永田覇人　（16分 30秒）
❷ 田中拓人　（16分 32秒）
❸ 大関風馬　（17分 10秒）
❹ 花山遥郁　（17分 43秒）
❺ 野口真佐　（17分 44秒）
❻ 滝谷蓮　　（17分 55秒）
❼ 橿村大斗　（17分 56秒）
❽ 袴田惟人　（18分 05秒）
❾ 雑賀奏人　（18分 09秒）
� 手束優宏　（18分 19秒）

■一般女子（5㎞）
順位 名前（記録）
❶ 小松澤真穂（18分 57秒）
❷ 芦田瑞恵　（21分 07秒）
❸ 大澤朋絵　（21分 45秒）
❹ 谷岡千恵美（22分 01秒）
❺ 小松崎明子（22分 19秒）
❻ 星野萌　　（23分 17秒）
❼ 宮﨑祐子　（24分 50秒）
❽ 永井牧子　（25分 20秒）
❾ 岩瀬瑠莉　（25分 41秒）
� 石井和子　（26分 05秒）

■小学生高学年男子（3㎞）
順位 名前（記録）
❶ 小島知久　（10分 58秒）
❷ 大関星斗　（11分 03秒）
❸ 大関一星　（11分 05秒）
❹ 坂寄帆志　（11分 21秒）
❺ 雑賀温大　（11分 35秒）
❻ 松岡泰輝　（11分 44秒）
❼ 西村恵心　（11分 45秒）
❽ 坂寄都羽　（12分 09秒）
❾ 深田颯陽　（12分 23秒）
� 野口啓永　（12分 27秒）

■中学生女子（3㎞）
順位 名前（記録）
❶ 野口莉菜　（12分 12秒）
❷ 広原美希　（12分 20秒）
❸ 福島花楓　（12分 22秒）
❹ 平野カオル（12分 25秒）
❺ 平野ミチル（12分 27秒）
❻ 櫻井由萌　（12分 29秒）
❼ 宮本麻菜　（12分 33秒）
❽ 中村倖菜　（12分 35秒）
❾ 吉田帆希　（12分 48秒）
� 半田結愛　（12分 49秒）

■最高齢者賞（特別賞）
●村田興亜　81歳
（一般男子 5㎞に出場 )

※同じ記録であっても順位に差が
ある場合は、表示されている記
録の秒以下のタイムで順位を決
定しているためです
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人を育むまちづくり

生涯学習課（中央公民館内）☎888ー2526

阿見町の文化財・文学紹介
2 月号

満
月
に　

二
人
の
縁

え
に
し　

照
ら
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
人
掌（
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
土
浦
）

昭
和
19
年
、
満
州
ハ
ル
ピ
ン
で
生
ま
れ
た
私
は
、
や
っ
と
の
思
い
で

昭
和
28
年
に
上
海
か
ら
舞
鶴
港
に
引
き
揚
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
山
陰
地
方
へ
の
旅
で
生
ま
れ
た
川
柳
で
す
。

※
俳
句
を
は
じ
め
、
短
歌
、
川
柳
は
も
ち
ろ
ん
、
随
筆
（
４
０
０
字
以

内
）
な
ど
思
い
の
ま
ま
に
投
稿
下
さ
い
。
各
月
末
の
締
切
で
す

▼
募
集
ジ
ャ
ン
ル　

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
等

▼
募
集
方
法　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
作
品
制
作
時
の
思
い

や
状
況
・
発
表
す
る
際
の
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
等
）
を
記
載
し
、
左

記
へ
郵
送
・
直
接
持
参
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
む

※
様
式
は
自
由
、
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す

▼
申
込
先　

〒
3
0
0
―

0
3
3
3
阿
見
町
若
栗
1
8
8
6
―

1

　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
）
文
化
財
係

　
　
　
　
　

☎
8
8
8
―

2
5
2
6
�
8
8
8
―

0
0
3
2

お
知
ら
せ
：
第
二
回
「
文
芸
あ
み
」

中
央
公
民
館
で
毎
月
1
回
お
花
の
お
稽
古
に

励
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
秋
の
芸
術
展
等
で
作
品

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

若
い
人
も
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
入
会
ご
希
望
の
人
は
、
文
化
協
会
会
員
、

ま
た
は
文
化
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課

☎
8
8
8
―

2
5
2
6
）に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

文
化
協
会
に
は
１
人
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

い
つ
で
も
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

団
体
紹
介
：「
カ
ト
レ
ア
A
・
B
」

一
人
の
貧
弱
な
体
力
の
少
年
が
い
ま
し
た
。
手
足
も
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ

ろ
で
馬
鹿
に
さ
れ
腹
の
中
で
は
悔
し
く
て
も
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
こ
ろ
鬼
が
出
て
き
て
、
大
の
豪
傑
た
ち
が
鬼
退
治
に
向
か
う

の
で
す
が
、
こ
と
ご
と
く
や
ら
れ
て
と
て
も
鬼
ど
も
に
は
か
な
い
ま

せ
ん
。

村
人
は
ほ
と
ほ
と
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
名
乗
り
出
た
小
男
の

子
供
が
頭
を
働
か
せ
て
立
派
に
退
治
し
て
し
ま
い
ま
す
。

頭
が
悪
く
て
も
腕
っ
節
が
強
け
れ
ば
威
張
っ
て
い
ら
れ
た
時
代
、
ど
ん

な
知
恵
を
働
か
せ
る
か
が
読
み
ど
こ
ろ
で
す
。

▼
平
成
24
年
刊
行「
下
村
千
秋
の
世
界
」
所
収

筆
者
：
坂
本
達
雄

文
学
紹
介
：
下
村
千
秋
の
作
品
を
読
ん
で
（
鬼
退
治
）

吉
原
山や

ま
な
か
つ
ぼ

中
坪
に
伝
わ
る
阿
弥
陀
三
尊
像
で
す
。
像
の
損
傷
が
激
し

く
惜
し
ま
れ
ま
す
が
、
戦
国
時
代
に
吉
原
で
起
き
た
在
地
領
主
同
士

の
戦
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
損
傷
し
た
後
に
は
、
丁
寧
な
修
理
が
施
さ

れ
な
い
ま
ま
に
、
現
代
ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

像
の
特
徴
と
し
て
は
、
中
尊
が
阿
弥
陀
定じ

ょ
う
い
ん

印
を
結
ぶ
こ
と
が
ま
ず

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
定
印
を
結
ぶ
像
は
、
9
つ
の
極
楽
浄
土
の
ス
テ
ー

ジ
の
う
ち「
上

じ
ょ
う
ぼ
ん
じ
ょ
う
し
ょ
う

品
上
生
」と
い
う
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
を
司
る
仏
で
あ
り
、

本
像
の
発
願
主
は
貴
族
に
列
せ
ら
れ
る
身
分
の
者
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
ま
す
。

平
安
末
期
に
お
け
る
現
在
の
阿
見
町

（
信し

だ
ご
お
り

太
郡
）
は
常
陸
大だ

い
じ
ょ
う
け

掾
家
（
平
氏
）
の
強
い
勢

力
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
像
が
比

較
的
小
ぶ
り
で
あ
り
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の

端
正
な
面
持
ち
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
当
時

の
身
分
の
高
い
女
性
が
自
身
の
比
較
的
小
さ

な
持
仏
堂
の
本
尊
と
し
て
建
立
し
た
も
の
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

文
化
財
紹
介
：
吉
原
阿
弥
陀
三
尊
像
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◎学芸員のつぶやき

土浦海軍航空隊では心身を鍛えることを目的に、1月～ 2月の間「寒稽古」と呼ばれる特別訓練を行って
いました。起床後すぐに外に出て、筑波おろしの寒風ふきすさぶ中、体操や武道などの訓練が行われました。
特に厳しかったのは短艇（カッターボート）の訓練だったそうです。霞ヶ浦の湖上、12人程度が左右に分
かれ櫂

かい

（オール）をこぐのですが、この際手袋はありません。水しぶきが手にかかると、風に吹かれて肌を
紫色に変色させたそうです。放っておくと凍傷になるほどですが、水を拭いている暇もなく訓練は続きます。
中には凍傷がひどくなり、患部が崩れてしまい、剣道の訓練で小手が着けられないほどにひどくなる人もい
ました。
心身を鍛えるための寒稽古のはずが、そのせいで訓練ができなくなるという、本末転倒な部分もあった
ようです。

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前 9 時〜午後 5 時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

『零戦』実物大模型を展示しています

予科練平和記念館開館 5周年記念事業で製作した、実物大『零
式艦上戦闘機二一型（零戦）』模型を展示しています。
毎週日曜日および祝日に、格納庫前に引き出して展示してい
ますので、ぜひご覧ください。
▼公開日：開館日に公開　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は
　　　　　翌火曜日が休館。雨天および強風の場合は公開中止
▼時　間：午前 9時～午後 4時 30分
▼場　所：予科練平和記念館隣接の格納庫および格納庫前
▼観覧料：無料 ▲実物大で再現された『零戦』

講演会「歌語り予科練」開催

「歌は世につれ世は歌につれ歌で語り継ぐ　知られざる予科練」をテーマに第 3回目の「歌語り」講演会を
開催します。元予科練生を講師にお招きし、軍歌や戦時歌謡を聞きながら、予科練時代の体験を語っていただ
きます。
▼日　時：2 月 29日（土）午後 2時～３時 30分
▼場　所：かすみ公民館多目的ホール

※当日は予科練平和記念館にお集まりください。予科練平和記念館よりかすみ公民館へ送迎バスが
運行します。かすみ公民館の駐車場へはお車を停めないようお願いします

▼講　師：戸張礼記氏（元海軍甲種第 14期飛行予科練習生）
▼その他：参加料無料・予約不要

臨時休館のお知らせ

館内の総合的な設備点検・補修のため、予科練平和記念館を臨時休館します。
▼期間：2 月 15日（土）～ 20日（木）
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日
・
祝
日
を
除
く

s
町
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1（
2
1
5
）

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
人

形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
ゴ
ミ
に
出

せ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

人
形
供
養
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
23
日（
日
）午
後
2

時
か
ら（
受
付
：
1
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所 

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
駐
車
場

▼
供
養
料 

1
体
1
0
0
0
円
、
2

体
以
上
2
0
0
0
円
（
目
安

で
す
。
お
気
持
ち
で
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

供
養
料
は
、
町
の
社
会
福
祉
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
そ
の
他	

雨
天
決
行
。
人
形
な
ど

は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

s
阿
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
菅
野

☎
8
8
7
ー

3
6
0
8

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
2
・
3
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時 

2
月
13
日（
木
）、18
日（
火
）

〜
20
日（
木
）、
26
日（
水
）・
27
日

（
木
）、
日
没
か
ら
約
3
時
間
以
内

（
各
機
2
時
間
基
準
）

s
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校
霞
个
浦

校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1

（
3
4
2
4
）

❶
期
日
前
投
票
立
会
人

▼
期
日 

3
月
18
日（
水
）か
ら
21
日

（
土
）ま
で
の
う
ち
希
望
す
る
日

▼
時
間 

①
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

8
時
②
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
8
時

▼
勤
務
場
所 

①
役
場
②
本
郷
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
人
数 

16
人

▼
報
酬 

日
額
9
6
0
0
円　

※
昼

食
・
夕
食
を
別
途
用
意
し
ま
す

❷
投
票
立
会
人

▼
期
日 

3
月
22
日（
日
）

▼
時
間 

午
前
7
時
〜
午
後
6
時

▼
勤
務
場
所 

町
内
17
投
票
所
の
い

ず
れ
か

▼
募
集
人
数 

34
人
（
各
投
票
所
2

人
）

▼
報
酬 

日
額
1
0
9
0
0
円　

※

昼
食
を
別
途
用
意
し
ま
す

●
内
容 

投
票
手
続
き
の
全
般
に
お

い
て
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の

立
ち
会
い

●
応
募
条
件 

町
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人

●
応
募
方
法 

2
月
14
日（
金
）ま
で

に
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
下
記

に
直
接
応
募
す
る
（
登
録
制
・
定

員
を
超
え
た
場
合
抽
選
）　

※
土
・

町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

『
投
票
立
会
人
❶
・
❷
』
募
集	

陸
上
自
衛
隊
霞
个
浦
飛
行
場

『
夜
間
飛
行
訓
練
』

『
チ
ャ
リ
テ
ィ
人
形
供
養
』
開
催

s問合せ　☎電話番号　xファクシミリ　p ホームページ　� Eメール

■

町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

に
総
務
大
臣
感
謝
状
伝
達

令
和
元
年
12
月
12
日
、
役
場
に
て

町
選
挙
管
理
委
員
会
栗
山
利
彦

委
員
長
に
、
選
挙
制
度
1
3
0
周

年
に
お
け
る
総
務
大
臣
感
謝
状
が

町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

栗
山
さ
ん
は
平
成
20
年
に
町
選

挙
管
理
委
員
に
選
任
さ
れ
、
平
成

28
年
か
ら
は
同
委
員
長
に
就
任
、

長
年
に
わ
た
り
町
選
挙
管
理
委
員

会
の
運
営
や
各
種
選
挙
の
管
理
執

行
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■﹃
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ
体
幹
遊

び
教
室
﹄
開
催

令
和
元
年
12
月
15
日
、
あ
さ
ひ

小
学
校
体
育
館
で
マ
ナ
ー
キ
ッ
ズ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
マ
ナ
ー
キ

ッ
ズ
体
幹
あ
そ
び
教
室
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
教
室
で
は
体
幹
あ
そ
び

を
通
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ

れ
、
参
加
し
た
20
組
の
親
子
は
あ
い

さ
つ
・
礼
儀
作
法
や
運
動
で
知
性
を

育
む
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
楽
し
く
学
習

し
ま
し
た
。
閉
講
式
で
は
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
子
ど
も
た
ち
に
修

了
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

■﹃
第
22
回
町
地
区
別
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会
﹄
開
催

令
和
元
年
11
月
19
日
、
桜
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
（
稲
敷
市
）に
お
い
て

第
22
回
町
地
区
別
対
抗
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
町
の
各
小
学
校
区
別

対
抗
戦
と
し
て
、
団
体
戦
と
個
人

戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
勝
は
、
平
岡
和
彦
さ
ん
（
男

子
個
人
の
部
）、
長
南
ひ
か
る
さ

ん（
女
子
個
人
の
部
）、
阿
見
第
一

小
学
校
地
区
チ
ー
ム（
団
体
の
部
）

の
皆
さ
ん
で
す
。

表
彰
式
で
は
、
団
体
の
部
で

優
勝
さ
れ
た
阿
見
第
一
小
学
校

地
区
チ
ー
ム
に
対
し
、
千
葉
町
長

か
ら
優
勝
カ
ッ
プ
と
賞
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

まちのできごと・インフォメーション
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▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
別
館
）

▼
対
象　

同
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入

会
承
認
制
）

●
『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
ミ
ニ
営
繕
』
引

き
受
け
ま
す

マ
イ
ホ
ー
ム
の
床
の
補
修
、
軽
易
な

大
工
仕
事
、
ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張

り
替
え
、
家
の
雑
役
、
庭
木
の
せ
ん
定
、

草
刈
り
、
草
取
り
な
ど
を
行
い
ま
す

s
（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

2
月
1
日
よ
り
「
土
浦
駅
前
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
」
の
開
庁
時
間
を
左
記
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▼
変
更
後
の
時
間　

午
前
10
時
〜

午
後
6
時
（
変
更
前
：
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
7
時
）　

※
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
閉
庁

s
土
浦
駅
前
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
8
8
2
ー

0
1
7
2

県
で
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
、

「
働
き
方
改
革
」
に
積
極
的
に
取
り

組
む
企
業
・
取
組
が
優
れ
た
企
業
を

認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

認
定
企
業
は
、
県
の
求
人
サ
イ
ト

災
害
が
毎
年
や
っ
て
く
る
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
も
例
外
で
は
な
い
の
で

す
。
あ
な
た
の
防
災
対
策
、
本
当
に

そ
れ
で
大
丈
夫
で
す
か
？　

も
し
災

害
に
巻
き
こ
ま
れ
て
、
避
難
所
で
過

ご
す
こ
と
に
な
っ
た
ら
と
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？

講
座
で
は
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

（
H
U
G
）」
で
避
難
所
の
シ
ス
テ
ム

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
避

難
所
の
運
営
を
グ
ル
ー
プ
で
実
際
に

行
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
避
難
所
を

運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？　

3
・
11
の
教
訓
を
忘
れ
ず
、

み
ん
な
で
防
災
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

▼
期
日	

2
月
29
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所 

中
央
公
民
館
1
階
多
目
的
室

▼
講
師 

N
P
O
法
人
茨
城
県
防
災

士
会

▼
定
員 

30
人
（
定
員
で
締
切
）

▼
申
込
方
法 

左
記
に
電
話
ま
た
は

直
接
申
し
込
む

s
町
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
8
9
6
ー

3
1
8
1

●
入
会
説
明
会
開
催

▼
期
日 

2
月
4
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
か
ら
1
時

間
程
度

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
座
参
加
者
募
集

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
特
集
ペ
ー
ジ
で
「
働
き
方
改
革
優

良
企
業
」
と
し
て
掲
載
す
る
な
ど
、

人
材
を
確
保
し
や
す
い
環
境
と
な
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
の
皆
さ
ま
か
ら
の
申
請
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
要
件 

▼
県
内
に
本
社
ま
た

は
本
店
を
置
く
企
業
（
個
人
・
団

体
を
含
む
）
で
あ
る
▼
県
が
実
施

す
る
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推
進

計
画
」
へ
の
届
出
お
よ
び
「
い
ば

ら
き
女
性
活
躍
推
進
会
議
」
へ
の

会
員
登
録
が
な
さ
れ
る
こ
と

※
そ
の
他
の
申
請
要
件
・
認
定
基
準

等
の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

shokorodo/rosei/rodo/w
lb/

nintei.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

s
▼
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
：
株
式

会
社
セ
キ
シ
ョ
ウ
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ス
企
画
・
運
営
チ
ー
ム
☎
8
6
0

ー

5
0
8
0
（
受
付
時
間
：
午
前

9
時
〜
午
後
6
時
）
�kigyo-

shien@
sekisho-career.co.jp

▼
事
業
全
体
に
つ
い
て
：
県
労
働

政
策
課
労
働
経
済
・
福
祉
G

☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
6
3
5

�rosei1@
pref.ibaraki.lg.jp

「
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
性
暴
力
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
人
が
支
援
を
迅
速
に
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
さ
れ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
電
話
相
談

の
内
容
に
応
じ
て
、面
接・病
院
紹
介・

関
係
機
関
へ
の
付
添
い
支
援
な
ど

を
行
い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
。

秘
密
厳
守
で
女
性
相
談
人
が
対
応

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先	

☎
0
2
9
ー

3
5
0
ー

2
0
0
1

▼
相
談
時
間 

午
前
10
時
〜
午
後
4

時　

※
土
・日
・
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く

s
県
生
活
文
化
課
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

2
8
4
2

▼
期
日	

2
月
13
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
）

s
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
☎
8
2
2

ー

5
1
2
4

▼
日
時 

2
月
９
日（
日
）▼
受
付
：

午
前
9
時
か
ら
▼
対
局
：
10
時
か

ら
▼
解
散
：
午
後
4
時

▼
場
所 

中
央
公
民
館
1
階
多
目
的
室

▼
参
加
料 

▼
一
般
：
1
5
0
0
円

▼
会
員
：
1
0
0
0
円
▼
中
学
生

以
下
：
6
0
0
円
（
食
事
代
含
む
）

s
阿
見
棋
友
会　

野
口
☎
8
8
7
ー

6
5
8
1

﹁
土
浦
駅
前
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
﹂

開
庁
時
間
変
更
の
ご
案
内

﹁
性
暴
力
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
茨
城
﹂
を
ご
存
じ
で
す
か

阿
見
棋
友
会

『
新
春
将
棋
大
会
』
開
催

﹁
働
き
方
改
革
優
良
企
業
認
定
制

度
﹂
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た

『
障
害
者
就
職
面
接
会
』

開
催



広報あみ 2月号通常版　2020.1.24　18

〈広告欄〉

AMI AMI インフォメーション

s問合せ　☎電話番号　xファクシミリ　p ホームページ　� Eメール

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）」

▼
対
象 

町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

N
P
O
等
の
地
域
貢
献
活
動
を
し

て
い
る
人
ま
た
は
興
味
の
あ
る
人

▼
定
員 

1
0
0
人（
定
員
で
締
切
）

▼
申
込
方
法 

2
月
12
日（
水
）ま
で

に
左
記
に
電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む

s
町
社
会
福
祉
協
議
会
☎
8
8
7

ー

0
0
8
4

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
や
示
談
の

進
め
方
等
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。
ま
た
、

弁
護
士
相
談
（
事
前
予
約
制
）
も
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
先	

県
南
地
方
交
通
事
故
相

談
所
（
土
浦
合
同
庁
舎
内
：
土
浦

市
真
鍋
）
☎
8
2
3
ー

1
1
2
3

▼
相
談
時
間 

午
前
9
時
〜
正
午
・

午
後
1
時
〜
4
時
45
分　

※
火
・

土
・日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

s
県
生
活
文
化
課
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
室
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

2
8
4
2

県
最
低
賃
金
❶
・
特
定
最
低
賃
金

❷
〜
❺
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。

▼
効
力
発
生
日　

❶
令
和
元
年
10
月

1
日
❷
〜
❺
令
和
元
年
12
月
31
日

町
民
の
皆
さ
ん
に
大
学
・
高
専
の

教
員
が
先
端
技
術
の
研
究
内
容
、
茨

城
の
発
展
可
能
性
を
わ
か
り
や
す
く

語
り
ま
す
。

▼
期
日	

2
月
29
日（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
15
分

▼
場
所 

県
立
医
療
大
学

▼
申
込
方
法 

左
記
に
申
し
込
む

s
茨
城
大
学
社
会
連
携
課
☎

0
2
9
ー

2
2
8
ー

8
5
8
5

町
で
幅
広
い
分
野
で
地
域
貢
献
活

動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
に
対
す
る
共
通
理
解
を
深

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
自
己

啓
発
に
つ
な
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
期
日	

2
月
22
日（
土
）

▼
時
間	

午
前
10
時
〜
午
後
2
時
10
分

▼
場
所 

総
合
保
健
福
祉
会
館
2
階

大
会
議
室

▼
内
容 

▼
午
前
の
部
：「
笑
い
ヨ

ガ
で
健
康
な
体
を
！
（
講
師
：
笑

い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
弓
野
典
子

氏
）」▼
午
後
の
部
：「
住
み
慣
れ

た
町
で
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
（
講
師
：
町
地

❶
県
最
低
賃
金
：
8
4
9
円

❷
鉄
鋼
業
：
9
4
3
円

❸
は
ん
用
機
械
器
具
・
生
産
用
機
械

器
具・業
務
用
機
械
器
具
製
造
業
：

9
0
5
円

❹
計
量
器
・
測
定
機
・
分
析
機
器
・
試
験

機
・
理
化
学
機
械
器
具
、
医
療
用
機

械
器
具
・
医
療
用
品
、
光
学
機
械
器

具・レ
ン
ズ
、
電
子
部
品・デ
バ
イ
ス・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
、
時
計
・
同
部
分

品
製
造
業
：
9
0
1
円

❺
各
種
商
品
小
売
業
：
8
7
1
円

s
茨
城
労
働
局
賃
金
室
☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
6

❶
医
療
費
控
除
を
適
用
さ
れ
る
人
へ

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不

要
と
な
り
、
代
わ
り
に
「
医
療
費
控

除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。
税
務
署
か
ら
「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
の
記
載
内
容
の
確

認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
領
収
書
は
5
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
ま
で
は
、

従
来
ど
お
り
領
収
書
の
添
付
・
提
示

に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
令

和
2
年
分
以
降
は
医
療
費
控
除
の

明
細
書
の
作
成
・
添
付
が
必
要
で
す

❷
公
的
年
金
等
受
給
者
に
係
る
確
定

申
告
不
要
制
度
に
つ
い
て

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
20
万
円
以
下
の
時
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い

場
合
で
も
住
民
税
の
申
告
が
必
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
所
得

税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
や
確
定

申
告
書
の
提
出
が
要
件
の
控
除

（
純
損
失
・
雑
損
失
の
繰
越
控
除

等
）の
適
用
を
受
け
る
場
合
は

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
分

以
降
は
外
国
の
制
度
に
基
づ
き

国
外
で
支
払
わ
れ
る
年
金
等
源
泉

徴
収
の
対
象
と
な
ら
な
い
公
的

年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は

こ
の
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん

s
竜
ケ
崎
税
務
署
☎
0
2
9
7
ー

6
6
ー

1
3
0
3

広
報
あ
み
12
月
号
通
常
版
（
令
和

元
年
11
月
22
日
発
行
）9
ペ
ー
ジ「
不

動
産
公
売
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
内
、
公
売
対
象
不
動
産（
売

却
区
分
番
号
：
阿
1
ー

1
）の
所
在
に

つ
い
て
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）（
畑
）阿
見
町
大
字
阿
見
4
6
6
6

番
1
4
4
8

（
正
）（
畑
）阿
見
町
大
字
阿
見
4
6
6
6

番
1
4
8
8

s
収
納
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1

（
1
5
8
）

茨
城
県
の
特
定
最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

竜
ケ
崎
税
務
署
か
ら
❶
・
❷

誰
で
も
気
軽
に
学
べ
る
大
学
﹁
い
ば

ら
き
カ
レ
ッ
ジ
﹂受
講
者
募
集（
無
料
）

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
』
開
催

﹁
交
通
事
故
相
談
所
﹂
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

お
わ
び
と
訂
正
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1 階正面玄関・ロビー、役場 2 階情報広報
課、うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい	
センター、予科練平和記念館、町民活動センター
▼その他の施設：町内の郵便局、町内の常陽銀行・筑波銀行
の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城県信用組合阿見支
店、カスミフードスクエア阿見店・荒川本郷店、スーパー
タイヨー阿見店、ランドロームフードマーケット阿見店

●人口と世帯●
▽ 1月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887ー6600

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 212件（2,158）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 140件（1,472）
交通事故 24件（ 185）
一般負傷 24件（ 269）
そ の 他 24件（ 232）
合　　計 212件（2,158）

2 月の納税等
固定資産税（4期）
国民健康保険税（8期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（8期）
納期限 3月 2日（月）

3 月の納税等
国民健康保険税（9期）

納期限 3月 31日（火）

救急車出動状況 12月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●総人口　47,803 人 ( ＋ 10）
●男　性　23,679 人 ( ± 0）
●女　性　24,124 人 ( ＋ 10）
●世帯数　19,992 世帯 ( ＋ 16）

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記二次元
コードを読み取り、専用サイトに
アクセスして登録してください。▲二次元コード

0120-131-813

人権・行政相談
日　　時	 2月6日（木）　午前10時～午後3時
場　　所	 役場 3階 305会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時	 月～金曜日 午前 9時～午後 5時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談	 月 1回午後 1時～ 3時 30 分　※弁護士相談

は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 	町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月～金曜日　午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日	 月・水～金曜日（火曜日は閉庁）
時　　間	 午前 9時～正午、午後 1時～ 4時 45分
弁護士相談	 第 3水曜日　午後 1時～ 4時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123
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会場内のバルーンアート・フォトブースは、田村美奈さん、大徳道子さん、吉原久美子さん、泉恵子さん、飯野久美子さん、
並木陽子さんのボランティアにより企画・製作していただきました。ご協力いただきましてありがとうございました。




